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拫
せ
ん

-
す
る
希
華
が
，如
何
：に
職
エ
組
合
の
肉
部
に
靈
延
し
つ
、
ぁ
る
や
の
一
斑
を
窺 

に
難
か
ら
ず
。
資
本
家

S

勞
働
教
と
の
境
界
を
撤

.廢
す
る
所
說
の
如
き
、年
來
一 

以
て
目
：せ
ら
れ
，赁
银
制
度
の
：如
き
、如
何
な

.る
場
合
に
於
て
も
、必
ず
維
持
せ
ら
れ 

ざ
る
も
の
、
如
く
に
認
め
ら
れ
た
る
が
*今
や
靈
日
の
空
想
は
必
ず
し
も
一
片
の 

し
て
、實
行
的
惯
値
の
作
す
る

S
同
時
に
、從
來
の
經
濟
社
會
に
於

.て
、必
要
ビ
せ
ら 

亦
敢
て
然
ら
ざ
る
の
ー
觀
な
き
能
は
ず
。
時
勢
，の
變
遷
の
惫
な
る
乙
ビ
、眞

R
驚
く 

斯
る
際
に
臨
ん

^
我
國
に

|於
て
，漠
然
資
本
勞
働
調
和
論
の
唱

.出
せ
ら
る
、
が
如 

は
ん
：か、奇
怪
ビ

«

ら
ん
か
、之
.を
評
す
る
の

®

な
&

 

R
苦
む
も
の
な

b
o 

,

個
の
空
想
を 

ざ
る
可
か
ら 

空
想
に
非
す 

れ
た
る
制
度 

可
し
と
す
。

き
、滑
嵇
と
云

焚-，

ト
1

マ
ス

*
モ
1

ア
の
ユ
、

~

ト
ビ
ァ
ヾ

j

其

共

產

主

義

的

思

想
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:高

:
橋
.
誠
一
郞

外
：征
に
急
に
し
て
內
政
を
顧
み
ざ
る
國
王
君
候

―

惰
.傲
恣
な
る
貴
族
鄕
紳
、橫
暴
な
る
資
本

.

.
' 

.

. 

. 

.

.

.

.
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«

的
收
畜

業

S

窮
民
の

增
加
、
亦

®

な
る
獨

占
ビ

一
般
物
憤
の
騰
貴
，诗
酷
な
る
刑
罰
，過
重
な

る
課

稅
、王

18
に
依

b

て
®

！!
せ
ら
れ
、時
に
設
定
せ
ら

'
れ

:/
2
る
適
法
の
不
正

-
是
等
は
總
て

Utopia

の
^

1

«
に
於
セ
妊
人
の
服
前
に
明
確
に
表
示
せ
ら
れ
た
る
所
の
も
の
愛
に
描
&出

■
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.
:
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.
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れ
た
る
當
時
の

I

狀

f

 

S

の
見
地
ょ

4

る
H

る
2

 
?

,

然
れ
ど
も 

第
一
一
賴
に
入
る

:に

滅

び

て

，局.而
ば

:;
ー
變

.せ
：り。
妓
に
菩

A

は
富
.もな
く
貧
も
な
く
至
善
至
福 

な
る

U
t
o
p
i
a

國
の
全
然

®:

異
.
.せ
る
光
最
に
接
す
る
を
得
る
な

b
o

遮

莫
，彼
が

此
無
何
苻
の
现
想
鄕

.を

說
く
.に

®
.>
て

も
、
典
全
：篇
を
通
じ
て
吾
人
は
彼
の
心
意 

,が
常
に
現
實
の
英
：國
を
離
る

、
Z

ビ
能
は
ざ

b

レ
を
認
-む

る
な

b
o Ut

o
p
i
a

は
英
國
ビ
等
し
く

.
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)
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トーマス

4
丨
ァ
の
十
丨.ト
ヒ
ァ
ミ
其
北
ハ
產
主
義
的
思
：想

第

六
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論

E

:
'>
丨マス

4
丨
ア
の
丄
丨
ト
ヒ
ア
と
其
典
產
主
義
的
思
想

S-
ハ
敏
二
四

島
國
に
し
て
、同
國
の
征
服
者
た
る

U
to
p
u
s (Utopia

0
國
名
は
彼
の
名
に

M

へ
る

も
の
な
り
，興
舊 

名
は

Abraxa.)

は
當
に

William

勝
王
に
比
し
得
可
く
、而
し
て

®

酋
都

A
m
a
u
r
o
t
e

 (

希

0 
u

p

R
出 

づ
、朦
朧
，縹
渺
と
し
て

‘定
か
に
認
め
得
ざ
る
の
義
に
し
て

“

何
有
鄕
の

t
首
都
た
る
に
相
應
し
獨 

り
夢
幻
界
に
の
み

I發
見
し
得
可
き
も
の

 

>
意
な
ぅ

)

に
沿

(

るA
p
y
d
e
r

河(

I

f

c即
ち
水
無
し 

の
義
に
出
で
、假
想
の
河

.を
意
味
：す

)

は
0

る
酷

/、
H
tr
a
m
e
s河に
類
似
し
、之
と
等
し
く
妝
麗
堅
带 

な
る
拱
門
を
有
す
：る
石
橋
を
架
せ
ら
れ
た
り
。
而
し
て
同
時
に
吾
人
は
又
小
古
に
於
け
る
都 

市
的
：若
し

く
は
料
城
的
封
锁
經
濟
を

®

承
し
櫥
張
せ
る
國
家
的
封
鑛
經
濟
の

®

*
を
兹
に
認 

U

る
：を
得
可
し

;0U
t
o
p
i
a

國
自
然
の
地
形

s U
t
o
p
u
s

王
の
起
せ
る
太

土
工

ど
は

.先
づ

ff
l

般
の
事 

货
を
物
語
る
も

0
な

$
0

_

內
に
廣
大
美
麗
な
る

.五
十
四
，の
和

^

即
ち
外
の
首

«

?
ド
3 townes)

あ
ぅ
、悉
く
皆
言
語
、風 

俗
、制
度
.及
び
法
規
を
筍
し
ぅ
，せ
，り

0

L

は
地
方
的
楚
違
の

1^
す
.範
圆
內
に
於
て
同
一
欉
に 

設
傾
せ
ら
れ
、而
し
て
總
て

「

の
點

(-
於
て
等
し
：く
形
成
せ
ら
る
、
な
り
0
是
等
都
市
の
中
最
も 

-

接
近
せ
る
も
の
：も
ニ
十
四
哩
を
隔
て
、而
し
て
又
其
孰
れ
ビ
雖
、之

R
隣
れ
る
も
の
ょ
り
徒
步
に 

て 

一
H

の
旅
程
以
上
に
陨
絕
せ
る

i

な
し
：、：

:

各
都
市
は
年
々
國
民
共
同

.の
事
項
を

I審
_
討
論

I

.

す
る
が
爲
に
、賢
明
に
し
セ
經
驗
に
富
め
る
三
名
の
元
老
を
同
島
の
中
央
に
位
せ
る
酋
锁

A
m
a
u
-

 

r
o
t
e

に
派
す
。
谷
州
の
管
ま
領
域
は
都
市
に

®

し

®

る
便
宜
に

_

常
て
ら
れ
、總

て
®
！

何
れ
の 

方

0
に
於

V

も
一
一
十
ni
l
!以
下
の
土
地
を
有
す
る
乙
ぞ
な
く
、而
し
て
都
市
の
.隔
離
大
な
る
方
面 

こ
^
、
C

は
遥
に
之
よ
り
も
大
な
る
な
り
。
孰
れ
の

«1
市
と

8!
1
其

#

の
«*
域
齒

^

を

&'
:

取

七

ん
 

こ
ビ
を
欲
す
る
も
の
な
し
。
即
ち
彼
等
は
興

±

地
の
所
有
者
た
る
よ

b

も
寧
ろ
善
菸
な
る
農 

■
agricolA

を
以
て
自
ら
任
ず
る
が

；

故
な

.

.夂
彼
等
は
其
州
內
.の
各
地
方
に
家
屋
及
び
農
場
を 

肆
設
し
、農
事
に
附
燧
せ
る
各

®

の
資
：料
及
：び
用
具
を
只
て
遨
慽
な
ぐ
準
備
せ
ら
れ
た

b
。
是 

等
の
家
屋
は
交
互
に
写

oourse, 

per 

v
i
c
e
s
)

居
住
す
る
が
爲
に
此
處
に
來
れ
る
す
民
に
よ

6

て 

f
e居
せ
ら
る
。
地
方
に
於
け
る
家
屋
又
は
農
場
，は
闼
十
人
を
降
ら
ざ
る

^

女
と
二
人
の
奴

#
 

r
i
i
p
l

 

servi)

ど
を「

有
し
、皆
賢
明
、細

*

且
老
熟
な
る
家
長
及
主
婦

f

叫
I
 

m

s 

a
n
d

 

the 

g
o
o
d

 

wyfe)

の
支
配
に
從
ふ
。

而
し
て
三
十
農
場
又
は
家
族

#

に
一
首
長
を
有
す
之
を

philarche (

希
の 

墓

1

C
即
ち
族
提

0:
1

§「

に
出
づ
、後
章
に
翠

^

て
之
を
以
て

s
y
p
f

 r
a

l

な
る

d
t
o
u
a
の
古
諾 

に
對
す
る
現
代
：

0
な
々
と
記
せ
ぅ

)

ビ
呼
ぶ
。
是
等
家
族
又
は
農
場
の
各

.個
よ

6

既
に
ニ
ヶ
年 

間
地
方
の
：生
活
を

®
續
せ
る
；
^
:

1:1

十
名
を
.每
年
都
市
に
歸
還

せ

む

。

彼
等
に
代

0

て
|!
1

驴
の

ぶ
十
三
妾G

ハ
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論

魏

ト

，
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丨
ア
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ビ
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共
産
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義
的
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25想
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ト
‘
2
3ァと
其
典
淹
主
_
的
思
想
钫
六
號
ニ
六

新
な
る
.者
を
都
市
よ
ち
地
方
に
派
し
、彼
等
は

®

に
一
ヶ
年
問
此
處
に
居
住

し
、從
て
農
終
に
熟 

連
し
：巧
妙
な

.る
潘
に
よ
り
て
指
導
敎
養
せ
ら
る
、
も

.の
な

6
。
而
し
て
彼
讓
は
又
^
^
年
电 

.を
指
南
ザ
可

&

も
の
な
り
。
道
般
の
排
列
は
苦

1

彼
等
に
し
て
全
然
新
參
初
心
に
し
て
農
事 

に
不
熟
練
な
ダ
ぼ
ら
ん
に
は
、知
：

S

の
缺
乏
に
由

6

て
.食
料
の
不
足
巷
し
く
は
典
他
之
に
類 

似
せ
る
不
便
を
來
す
可

:&
を

怖

：
る

、

が

故

に

存

す

る

も

の

な
N
V
.
O
#年
農
事
從
業
^
を
交
代 

H

新
す
る
這
般
の

.
方
法
及
び
風
習
は
何
人
ど
雖
、其
意
志
に
反
し
長
く
此
辛
苦
困
賴
な
る
生

® 

狀
僻
を
持
續
す
る
を
强
制
：せ
ら
る
、
乙
ビ
な

§

が
爲
に
、嚴
重
且
常
慣
的
に
實
施
せ
ら
る
、
沂 

S
る
：

'

而
も
彼
等
の
：

多
數

は
農
業

に
對
し
多
大
な
る
快
樂
ど
歡
喜
•匕
を
有
す
る
の
故
を
以
て 

21
:に
畏
年
月
間
此
處
，に

'®
在
す
る

こ
と
を
得
る
な
ぅ

o

是
等
の
農

m

は
土
地
を
耕
耘
し
、

^

1& 

を

&

»
し
丌
初
燃
來
を
支
給
準
備
し
、而
し
て
最
も
便
宜
な
る
方
法
に
從
ひ
、陸
路

1?
し
く
は
水 

路
の
孰
れ
か
に
侬
り
て
之
を
都
市
に

®

致
す
る
な
り

0

彼

等

は

人

工

孵

化

法

を

以

て

無®:
の 

家
禽

f
p
u
l
l
e
y
n
e
¥
_

w:
1-
c

而
し
て
彼
等
は
確
實
に
都
市
並
に
之
を
圍
繞
せ
る
地
方
全
部
が
璐 

許
の
食
料
を
消
费
す
る
令
を
知
悉
せ
る
に
拘
ら
す
、猶
、彼
黯

0

己
の
使
用
に
資
す
る
よ
り
も
遙 

k

多
®

の
穀
物
を
播
械
し

•遙
に
多
數
の
家
畜
を
養
殖
し
，而
し
て
典
餘
剩
を
彼
等
の

J

K

K
の

問
に

'分

0

5
り
0
地
方
に
於
て
不
足
せ
る
必
要
品
は
其
何
た
る
を
間
は
ず
、彼
等
は
總

V

晶&

 

の
養
料
を
都
市
よ
り

#

出
：ず
る
な
：

b
、此
處
に
彼
等
は
何
等
の
交
換
な
く
し
て
容
具
に
市
の
设 

官
よ
之
を
取
得
す
る
な
：り
。
即
ち

«

月
彼
等
の
穸
數
は
祭
致
每
月
の
初
、

及
び
末
迅
を
以 

:で
|都
市

|:
入
る
が
：故
な
ち

''
:

«收

«

の
'日
近
く
や
、農

 

る

P

H

は
市
の
長
官 

:I

對
し
幾
人
の
刈
手
を
都
市
よ

 

>
 しV

彼
等

「

に
派
遺
す
.る
を
必
喪
ビ
す
る
や
を
傅
達
す
る
な 

ぅ
。
而
し
て
是
等

;̂
手

の

.ー
團
は
指
.定

の

：日
.に
於

.て
：用
意
全
き
が
故
に
、殆
：ど
好
晴
一
日
內
に 

收
稷
の
業
を
全
部
速
了
す
る
な
ぅ
。

〉

..
'

*

,

三
十
づ

V

の
家
族
又
は
農
場
は
年
々
前

.記
^
f

h

を
選
出
し
、而
し
て
是
等

philarchs

の
芥
十 

て
JC
一一一十

づ
、
の
'家

疾
と

典
に
 chiefe phHarche (protophylarch 

古
は

.tranibore 
ビ
稱
す

)

の，
 

下
に

植
か
る
0

0
又
君
公

.

(prince)

の
®

擧

法

を
觀
る
に

總

數

ニ

西
の
！

I

s
の
全
部
は

先

づ 

皮
象
が
最

.も
適
依
且
有
利
な
り

ビ

思
ff
i

す
る

人

物
を

0

0

す
可
き
を
誓
ひ
、而
し
て
後
、*
記
名 

投
票
に
依
り
、

彼
等
ば
旣

に
人
民
が
彼
等
に
指
运
せ
る
四
名
中
の
一
名
を
指
宛
す
る
な

-

 ̂
W 

ち

市
の
四

K

よ
レ
各

一
名
づ

V
を
選

出

しy

候
補
に
；立
た
し
め
、之
を

元
老
.會

議
に
推

II
す
る 

な
り
。
君
公
の
，任
期
：ル
終
身
な
る
も

#

.

政
舉
虐
の
嫌
疑
に
出

&

て
、免
黜

せ

ら

る
'〜

こ
ビ
あ
る

第
卜
三
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九
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ス
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ト
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ト
む
ァ
と
產
ハ
産
主
義
的
枞
想
铬
六
媿
二
八 

も
の
な

b

o
彼:

等

ii
年
今

tranibore

を

®
擧
す
る

7P
、

而
も

‘
輕
冷
に
之
を
戀

81
す
る
こ
ビ
な
し

o 

M

て
他

‘の
官
斑
は
一
ヶ
年
を
以
で
往
期
ビ
爲
す
。

tranibore

は
君
主
と
共
に
三
日

0

#

に
集

#
 

-

し
、而
し
て

£

あ
る
場
合
に
は
：時

//
:■典
闾
數
を
垴
加
す
。
彼
等
の
會
議
は
國
事
に
關
す
る
も

;
'
'. 

.

. 

•
!
•
•
•
,

.

. 

.

.V 

,

の
i

す
。
庶

K

の
間
に
或
#
織
を
生
じ
た
る
時
は
?

は
極
て
稀
な
る
も

)

晚
等

t
r

遲

»
す
る

Z

.

.

.■ 

• 

一
h

.
I
: 

.

と
な
：ぐ

(mature)

速

に

.之

を

落

着

せ

し

む

る

なK
V 

O 

. 
0

會
の
場
合
に
は
常
に

.
二
人
の

s
y
p
h
o
g
r
l

•
を
出
席
せ
し
め
、抑
し
て
彼
等
は

«
EJ
交
代
す
る
な

'
h
。
而
し
て
總
て
國
家
に
關
す
る
事
®
は

發
布
を
見
る
の
前
、會
議
に
於
て
三
日
間
論

-̂
0

0

せ
ら
れ
た
る
後
に
非

^

れ
ば
、確
定
楚
認
せ

ら
る

S 
£
な

I

を

a
定
.せ
ら
る
。
元
老
會
議
文
は
公
會
の
場
所
以
外
に
於
て
國
擧
に

協
議
を
行
ふ
は
其
繩
庇
に
死

:i
:
當
た
る

(capitale habetur)。

彼
等
の
言
に
據
れ
.ば
這
般

. 

• 
.

.

.-

は
君
主
及

tranibore.

等
を

.し
て
暴
政
を
以
て
人
民
を
滕
迫
し
*國
體
を
變
革
す
る
が
爲

に

:i
i(

謀

一

致
せ
し
む
る

Z
と
な
か

6
し
む
の
自
的
を
以
で
制

®

せ
ら
れ
た
る

^

p

の
な

く V

最
も
重
要
な
る
事
項
は
之
を

s
y
p
h
o
g
r
a
n
t
e

に
吿
示
せ
.ざ
る
可

ら

中
、而
し
て
彼
等

.項
を
興
家
族
に
關

■

す
.：る；な

.
6 

,而
し
て
：後
、彼
等

.が
互
に
評

，

し
.終

I

る
：：

時

、
其

案

t

p
に
提
出
す
る
な

b

o
時
に
或
辦
項
は
全
岛
の
會
議
に
附
議
せ
ら
る
、
こ
と
あ
る

な を は b I t の 關  

i > 元 該 ° 容 法 し  

° 老 事 . 斯 S 則 或

:
農
事
は

^

女
を
間
は
ず
遍
く
彼
等
の
全
部
に
共
通
な
る
可
き
職
業

(artes)

に
し

1:
彼
等
は
孰 

怍
も
之
に
熟
達

4

賴
練
せ

h
ノ。

彼
等
，は
皆
皁
く
其
弱
年
，の
頃
ネ
力
し
て
.一
剖
分
は
學
校
に
於 

て

«

例
及
び
敎
规
を
以
て
、而
し
て
一
部
分
は
都
市
に
：近
隣
せ
る
地
方
^
於
て
農
業
上
の
敎
育 

を

^

け
、
®

に

^

實
隙
を
見
る
の
み
な
、らす
、又
，其
身
徼
を
操
緻
す
る
の
必
要
に
基
き

y

;^
を

M 

智
し
、宛

も

遊
舞
に
於
け
る
が
如
く
敎
宵
せ
ら
る
、
な

^
。
彼

t

の
全
朝
に
共

)1
な
る
農
事
の 

外
、其
總
て
の
漭
は
彼
等
が
自

.已
#

有
の
職
業
ミ
し

r
或
特
殊
の
手
工
を

:®
#
す
る
な
り
を 

は
大
躞
に
於
て
羊
宅
夂
は
亜
麻
布
製
造
業
、石
エ
、鍛
冶
職
若
し
く
は
大
工
業
の

-外
に
出
づ
る

，〕 

，ビ
な
し
。
即
ち
彼

_

に
在
り
て
は
他
の
職
槳
は
蕺
も
之
を
謂
ふ
の
惯
値
な
け
れ
ば
な
り

.
1 

there 

is n
o
n
e

 

other 

occupation t
l
l
f

 n
y

 n
l
e
r

 to s
pea

k
e

 of d
o
t
h

 use 

there)。

何
と
な
れ
ば
彼
等
の 

衣
服
は
全
駱
を
狐
じ
せ
ー
樣
に
し
て

(

唯
ボ
興
女
及
び
旣
婚
者
並
に
未
婚
翁
の
服
装
の
間
に
差 

I

す
る

l

fi
そ
ば
本
久
變
化

I

t

ミ
な
く
、外

«

似
合
は
し
く
優
美
に
し
て
、身
織
の
動 

一

s

r
 
二
妨
害
た
令
こ
ど
な
く
、又
夏
冬
弗
に
：適
す
る
を
以

V
、

各
家
族
は
自
ら
其
衣
服
を
仕
立 

っ
る

?7
。
而
も
痕
に

-謂

-:
る
他
の
職
業
中
ょ

b

谷
人
は

m

れ
も
典
一
を
修
得
せ
ざ
る
を

# 

ざ
る
な
り

.°
而
し

V

も
は

®

に
^

子
の
み
な
ら
ず
、婦
：人
亦
然
り
と
す
。
然
れ
ど
も
婦
人
は
奶

H

 

(

六九三

)

論 

0 

t
 

5

m
 
ニ九
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s

論

0

ト
’
マス
f

ア
2

丨トビア：w

其
共
產
主
義
的
思
想

|

號

H
0
.

子
に
典
し
て

S

な
4

が
故

i

毛
及
£
'
麻
の
妨
織
の
如
き
比
較
的
輕
易
な
る
職
業
を
配 

せ

ら

る
)

層
辛
勞
大
な
る
業
務
は
货
子
に
委
ね
ら

る
、
攻
.ち
大
體
に
於
て

T

は

I

、乂
 

の
職
業
れ

m

i

?

ら
る

P

即
ち
淡
等
は
自
然
之
に

5

を
傾
け
之
を
愛
好
す
る
を
没

P 

普

,

0

i
n
n
ば

な

り

然
れ
ど
も
舞
し
或
人
の
心
之
と
等
れ
る
手
土

K
從
事
せ
ん
と
す 

j
'
l
:
介

 ̂

f
 

trah
a
t
)

た一る

「

時
は
很
は
養
子
せ
し
て
其
遺
み
た
る
職
業
の
家
族
中
に
入
る
な 

ぅ
。

®

に
共
父
の

I

ら
ず
、市
の

I

も
亦
努
め
て
彼
の
爲
に
其
細
心
正
直
な
る
戸
主

S

 

• 

t 

.

.

わ
ん
こ

.

y
j

を
I觉
む

.る
な
ぅ
。

.
然

b
而
し
，て
舍
し
或
蒸
が
旣
に
一
手
工
を
修
得
し
た
る
寺
、
 

复
に

W

の

一

を
修
縣

せ

ん

と
欲
す
る
時
は
彼
は
等
：し
ぐ
之
を
許
容
せ
ら
る
、

t

彼
が

if 

者
を
學
齊
し
た
る
場
：合
に

は
、
都
市
が
殊
に
他
に
比
し
て
其
一
方

I

要
と
す
る
に
非
ざ
れ
ば
、
 

紙
は
其
欲
す
る
所
の
も
の
を
業
ど
す
る
を
得
る

f

り
。

'sy
p
h
o
g

隱

し
て
且
殆
ど
唯
一
の

.任
務
た
る
も
の
は
何
人
も
懶
惰
に
流
る

s 
i

 

く
，各
人
を
し
て

®

も
：眞 

f
な
る

0

意
を
以
て

it
業
務
に
勉
勵
せ
し
む
る
の
注

M
を
怠
ら
ざ
る
に
在
ら

.
o
:而
も
你
^

』

 

爲
に
役
齑
及
び
駄
獸
の
如
く

■

単
く

'
-ょ
り
夕

.晚
く
ま
で
不
斷
の
勞
作
に
、ょ
レ
て
疲
勞
す
る

i 

な
き
を
注
意
せ

V

る
可
：
&
す
。
即
ち
斯
ぐ

0
如
き
は
奴

«

の
悲
慘
窮
苦
な
る
境
涯
ょ
り
も

M

に
劣
れ
る
も

の
な

)̂
。

if
i
iも
斯
く
の
知
き
は

0

u
t
o
u
a

に
於
け
る
外
、殆
ど
到
る
處
に
觅
出

3

る
る
職
人
及
エ
匠
の
生
涯
：な
：り
。

.

.而
も
波
等
は
靈
夜
を
ニ
十
阻
の
正
し
き
時
、間

(:
分
ち
、傲
に

... 

.

.

其
六
.時
間

(

一
千
五
百
'五
十
六
年
の

^obynson 

_
第

.ニ
版

ょ

>
9 

A
r
b
e
r

1f
±
)l
s

に
®

さ
れ
た
る 

誤

植
及
び

c
a
m
e
i
o
v
K
e
l
m
s
c
o
t
t

並
に

其
他
の
翻
刻
に
现
れ
た
る
が
如
く

^

時
間
に
非

i

を
勞
作 

に
割

常
つ

^

Nauntaxat 

operi 

deputant)

即
ち
午
前

 

ー|一 

時

間

^
obynson 

0

の
拟
版
は

單

に

び
み
。
ョ 

n
o
o
n
e

ビ
記
せ
る
も
、そ
は
疑
も
な
く
興
前

t
o wo

o
r
k
e

の
後
に

iii

の
文
字
を
悅
せ
し
も
の
な

b
o 

.羅
典
原
文
は
明
に

I

 

i

 

3
eridiem. vj 

0

せ

J>
を
終
ぅ
て

iE
午
直
に
彼
等
は
正
餐
に
着
さ

® 

しV

食
後

ニ
時

間

：の
；休

秦

後
.再
び
三
時

1'
1
.
{
1
の
勢
#

を
れ
ひ
、®
し
て
キ
を
終
ぅ
て
晚
餐
に
赴
く 

な
り

0

^
を

夜

の

八

時

を

以

V

S
に
柄
，*.
を
用

a

て

柿

入

せ

る

。

O
B 

of the 

c
o
c
k
e

 at 

tne 

firste 

houre after g
o
n
e
.

の
文
句
に

就

& 

y疑
義
あ
-
り
。
恐
ら
く
は
日
時
計
に
ょ
办
て
標
示 

せ
ら
れ
た
る
午

後

の

第」

時

に

於

：て
、彼

等

は
K

時
に

—
時
ど
し
.て

0

示
せ

ら
れ
た
る
點
を

® 

す
の
意
義
な
る
可
し

k
 |

i

ふ
。
前
揭

L
u
m
b
y

 P. 2
3
6
*

或
は
日
く
本
文
の

a
t

はa
s

の
誤
植
な
る
可 

し
ビ
时

P. 

2〇
8
\床
：に
就

.き
，八
時
間
を
腿
脈
の
爲
に
與
ふ
る
な
ら
。
布
ゆ
る
問
暇
の
時
問
、即
ち 

勞

作
、!^
R

及
び
食
ポ
時
間
の

_

に
*.す
る
も
の
は
各
人
を
し
て
其

ir
:
意
に
之
を
利
™
す
る
を

奶
十
三
锻

(

六九
3£)

論

說

ト

ー

マ

ス
0
1?
|
ァ
の
ユ
丨
ト
ピ
ァ
と
賞
典
產
主
義
的
拟
想
錤
六
號
H
一



.

第
十
三
卷
：(

六
九
六
V

論
.

說
ト
ー
マ
ス
丨
ァ
の
ユ
ー
ト
ビ
ァ
ミ
其
业
ハ
產
主
魏
的
思
想

第

六

雛

三

ニ

許
容
せ
ら
る
。

そ
は
：彼
等
，を
；し
て
斯
く
の
如
き
時
間
を
放
埒
又
は
懶
惰
の
裡
に
空
费
せ
し
む 

.

る
が
爲
に
非
す
し
て

‘該「

時
間

'に
於
て
は
彼
等
は

.自
己
の
職
業
に
就
き

.9
勞
働
す
*る
を
免
せ
ら 

る
る
が

故

代、
其

欲

ず

る
が
碰
に
他
の
學
術

R
楚
等
の
時
問
を
有
利
に
且
節
約
し
て
充
常
せ
し 

む
る
を
目
的
ビ
す

.る
な

t

即
ち
彼
，地
に
於
て
は

'.
毎

H
早
朝
公
開
の

講
演
を
開
く
る
の
習

«
 

を
嚴
守
し
て
變
せ
ず
、之
に
出
席
ず
る
の
義
務
あ
る
容
は
特
に
學
問
硏
究
の
爲
に
選
定
せ
ら
れ 

た
る
一
者
の
み
に
限
る
も
、而
も

^

女
を
問
は
.ず
谷

純

人
民
の
非
常
次
る

多

數
は
其
資
性
に
從

a 

各
其
好
む
所
を
選
び
て
聽
講
に
赴
く
な
ら
。

彼
等
が
單
に
：六

.時
間
を
勞
作
に
與
ふ
る
に
過
ぎ
ざ
る
を
見
て
、恐
ら
く
諸
君
は
是
が
爲
に
必 

要
品
の

.缺
乏
を
來
す
こ
と

.あ
る
可
し
と
思
惱
す
る
な
ら
ん
。
然
れ
ど
も
事
.實
は
全
然
之
に
反 

し
、這
般
の
短
少
な
る

||
$
間
は
生
珐
の
必
要
若
し
く
は

!«
益

の

爲

に

缺

く

可

ら

.ざ

る

總

て

の

吻 

の
麥

§

及
び

^
實
を
得
る
が
爲
に
十
分

®

る
.の
み

S
ら
ず
、却
て
餘

 

>
 あ
る
な

■り
。

.t
哲
こ
し 

て
苦
し
他
の
諸
國
に
於

V

 

^

A

Kの
如

•何
.に
大
な
る
部
分
が
遊
惰
の
生
活
を
送
り
つ
、
あ
る 

が
を
熟
虛
し
省
察
せ
ば

-諸
君
は
：又
這
個

|の
事
實
を
知
解
す
る
な
る
可
し
。
第
一
に
擧
ぐ
可
さ 

も
の
は
全
人
口
の
：

一

半
に
相
當
す
る
婦
人
の
殆
ど

.全
部
な
り
、若
し
又
然
ら
す
し
て
婦
人
が
何

.
等
か
の
樂
務
に
從
事
せ
る
：地
方

'に
：在

b

v
は
货
子
は
之
に
代
り
て
斯
聲
高

’く
情
眠
を
貪

々

つ
 

、
あ
る
な

'

>
(
e
a
r
u
m
「vice 

viri 

stertunt)。

其
外

.僧
侶

^

院
の
生
活
に
從
ひ
つ
、
あ
る
者

?
そ
一
I
 

m
e
n
}
.

富

考

殊

：
に

鄕

紳

、貴..族
ど
稱
せ
ら
：る
、

.有
ゆ
る
土
地
所
有
者
、佘
が
圆
楣
を
，持
せ
る
無
顧
潢 

0
群^

O
e
t
r
a
t
o
r
u
m
n
e
b
u
l
o
n
u
m
c
o
l
i
u
v
i
e
s
.

英 SI；

は
ŝ
.̂
:flocke of stoute 

bragp*

5-g

 

一 
6

各
0 bucklers.
こ 

£ 

せ
i
、を
窟

.味
す
る
彼
等
の
從
僎
邦
に
或
疾
病
の
ロ
實
の
下
に
其
怠
惰
を
複
ひ
つ
、

.あ
る
强
健
：
 

に
し
て
勞
作
に
地
ゅ
る

^
拘
ら
ず
、乞
食
の
生
涯
を
選
め

.る

0
に
就

♦

て
#

ふ
.る
時

'は
諸
君
は

.
 

實

に

へ

現

：

今
：：！

々

人

事

に
.使
用
せ
ら
れ
つ

.、
あ
る

:|

切
の
%
件
は
諸
君
の
想
像
す
る
ょ
り
も
遙 

に
少
數
潘
の
勞
働
に
依
り
て
製
作
せ
ら
れ
つ
、
あ
る
を
發
見
す
る
な
る
可
し

o

而
し
て
是
等 

勞
作
に
從
事
す
る
少
數
者
中

」

必
.喪
.な
る
仕
事
に
從
事
し
ク
、
あ
る
者
如
何
に
小
ノ
數
な
る
か

' を 

顧
慮
す
可
し
。
卯
ち
必
然
吾
人
が
貨
幣
に
據
ぅ
て
有
ゆ
る
物
を

*

定
す
る
所
に
花

‘
&
て
.は(ubi 

b

l
a 

p
e
c
u
l

日etimun)

單
に

.放
逸
な
：る
奢
侈
、鄙
陋
な
る
快
樂
に
鹜
す
る
が
獰
に

M
多
の
無
@
に 

し
て
餘
冗
な
る
：職
業
を
生
せ
ざ
る
を
、得
ざ
る

?

°:
:
即
ち
現
今
勞
務
に
從
：事
し
つ
、
あ
る
と 

同

1':

の
多

‘衆
が
恭
し
本
然
に
必
要
な
る
用
途
の
要
求
：す
る
が
如
き
職
業
の
み
に
分
配
せ
ら
る 

可
し
と
せ
ば
、現
在
必
耍
ミ
す
る
に
锿
し
き
物
件
，の
夫

@
:
:富
：：を

來

す

が

故

：
K

疑
：も

な
.ぐ
、エ
E
<
p

稱
±
1
5 

(

六九七

)

輪

-魏

ト

l
rス
4

1

7の丄
|
>
>ァ
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ミ
其
共
產
主
義
的
思
想
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第

六
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.

取
り
其
生
計
を
維
：持
す
る
能
は
ざ
る
迄

.に
A

價
格
は
低
摩

S
爲
る
可
し
。
而
も
若
し
遊
惰
無 

爲
の
生

」
活
を
送

;^
な
.が
.ら
孰
れ
も
皆
他
人
：の
勞
働
，に
依
り
て
生
じ
；た
る
物
を
勞
：働
*:其
人
の 

.一1;

倍
。以
上
：
消
Is
-®
:用
す
る
潜
の
全
群

.の
總
て
と
典

R
現
時
無

'用
の
職
業
，に
從
事
し
つ
、
あ
る 

,
*
,
0
'

全
.
.部
が
有
用

'

る̂
職

.業
"に
從
事
す
可

^

^
せ
ば

•諸
君
は
必
嬰

.便
：益
若
く
は
又
快
樂

(

其
快 

樂
‘に
し
て
眞
正
且
自
然
な
る
も
の

^

せ
ば

)

.の
爲
に

®

寧
す

.名
總
て
.の
物
件
を
吾
人
に
供
給
す 

る
が
爲
に
は

.極
て

®

少
な
：る
勞
働

.を
以

y

十
.分
な
る
の
み
な
ら
ず
、寧
ろ
多
き
'に
過
ぐ
る
も
の 

あ
る
を
容
易
に
認
知

.す
る
な
る
可
し
。
而
し
て
是
實
に

U
t
o
p
i
a

R
於
て
明
白
に

®

れ
た
る
事
實

• 

な
り
。：即
ち
彼
地
に
在
り
て
は
全
都
市
並
に
之
に
隣
接
せ
る
全
地
方
又
は
州
に
於
て
#
作
す 

る：；
^
爲
.に
は
旣
に
頹
齡
に
：過
で
る
：か、又
は
虛
弱
に
過
ぐ
る
ミ
な

.き

is
女
總
數
の
內
僅

.々
五

0 

人
が
勞
働
を
免
除
せ
ら
る
、
に
過
ぎ
す
。

.彼
等
の
中
に

s
y
p
h
o
g
r
a
n
t
e
s

あ
ら
、彼
等
は
法
#
に
據 

ぅ
勞
働
を
免
除
せ
ら
る

 

> 
ビ
雖
、而
も
彼

'等
は
尙
自
ら
.模
範
を
示
し
て
他
を
勞
作
せ
し
む
る
の 

刺
：戟

.を
與
ふ
る
の
意
向
.を
以
て
自
ら
之
を
廢
除
す
る
乙
ど
な

し
。

斯
ぐ

の
如
き
勞
働
の
解
除 

は
又
僧
侶
の
推
鹧
及
び

s
y
p
h
o
g
r
a
n
t
e
s

の
無
記
名
，投
禀
に
由
り
て
人
民
が
永
久
に
勞
働
を
免
除 

せ
ら
れ
て
硏
究
に
從
事
ず
る
免
許
を
興
べ
た
る
人
々
の
享
有
す

.る
所
な

6
。

然

れ

ど

も

•若
し

彼

、等
.の
中
何
人
と
雖
、彼
に
對
し
て
期
待
せ
ら
れ
た
る
所
に
添
は
ざ
る
を
示
し
*
办
と
せ
ば
彼 

:は
：直
に
：

H
:

匠
の

#
.間

.に
：
引

き

；展

一

る

、

な
：シ
。
：
：而

し
"て
之
.
.に
：
反

し

、
手
：エ
：寒

#

に

し

て

一

心
に 

其
餘
艰

:0
時

m
m
.5f
,
^'
事
に
捧
げ
而
し
七

^
卸
の
效
果
顯
れ
て
著
し
く
此
方
面
に
於
て
進

#

fc 

見

た

：る
が
，
爲
に.手
職
を
免
除

■せ
ら
れ
て
學
者
の

V

伸
.間
に

#:
進
す

.る
こ
と
稀
有
に

.非
ず
。

這
：個 

學
.：齊

の

；階

級

ょ6

大
使

、僧

侶
,'tranibore

而
し
て
最
後
に
君
公
其
人
も
亦
選

.任
：せ
ら
る

>な
り
。

彼
：等
，は

總

て

有

益

な̂
職
：業

に

：®

同
一
：
手

工

に

於

て.は
僅
少
な
る

'勞
働

#

!:
• 

以
：
て
■足
る
：
..が
故
に
、彼
等
の

-間
：：

に
’は
有
ゆ

る
物
伸
の
豐
富
を

®

敦
す
る

^

A
V
.
O 彼
等
は

住
' 令

に 

し
て

或
：：

街
道
の
破
掼
せ

,

場
合
に
於

' て
之
を

.修
權
す
る
が
爲
に
無
數
の
民

'衆
を
#
致
す

る
な 

り
、，又
何

#

斯
く
の

「

如
&

勞
：務

.，の
‘從

•

す
可

&

を

0.—

あ
ら

「

ざ
る
時

.

.は

.

.屢
其
勞
働
時
間
を
短
縮

.. 

す
可
き
公
の
布
吿
を
發
す
る
な

>9

0
即
ち
長
官

.

.は
市
民
リ
の
意
志
に
反

.し
不

必
要
な
る
勞
働
に 

彼
.等
を

:#
事
せ
し
む

!る
：
^
.と

«-
き
な
>
。
實
に
此
國
に
於
け

る
..

這
般

.の
' 制
度
の

目
的
と

す
' る；
 

所
ば
#
ら
總
て

の
市
，民

.を
0
:て
'國
家
に
：軏

b

て

必
要
な
る
職
業

'及
び
事
務
ょ
&
節
し
得
可
き 

:

時
.間
を
悉
く
肉
體
的
勸
被
ょ
、ぅ
移
し
て
、其
精
神
の
自
由
な
る
活
動
及
び
之
が
修
養
に
供
す
る 

乙
七
を
得
せ
：し

め
ん
と
，
ず
る
に
存
す
る

0.
み
。
即
ち
彼
等
は
玆
に
人
世
の
幸
福

は

#
す
る
も

.
第

十
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1

1
ト
-ビ
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と
‘典
北
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主
薇
的
歡
第
、六
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H
六

.の

.と
®

-

#

す
る
公
ら

。

.

：

;

.

U
t
o
p
i
a

に
於
て
嗔
都
市

.は
家
族

.

.よ

&

成

.
^
‘
家

族

は
 

一
M

に
啤
璣

k̂inredes)

よ

b
成
立
ず
る
を 

常
と
す
。
即
ち
婦
火
は
其
法
定
の
年

*

に
於
て
結
婚
し

た
る
時
は
興
良
人
の
家
に
人
る
が
故 

a

i
。
，然
れ
ど
も
男
兒
は

.全
男
系
の

®

て
.ビ
共
に
其
生
家
に
止

&
、而
し
て
最
も
年
長
高
®
の
 

父
に
よ
办
て

(

其
恶

»

世
ざ
る
.限

1
支
ー
配
せ
ら
れ

34
0
老

*
•
せ

s'
場
‘

に
は
之
れ
に
次
げ
る
年 

長
#

を
'以
て
彼

-に
代
ゆ
る

.な
り
。
然
れ
ど
も
規
.鬼
せ
ら
作
た
る
市
民
の
數
を
鱗
少
し
又
は
法 

外
に

#

加
'せ
し
め
ざ
，る
：の
自
的
を
以
て
、各
都

«

に
於
け
る
總
數
六
千
の
家
族

(

他
方
に
於
け
る 

も

0

>
外
1:
熟
れ
も
睛
：時
，：に

.凡
：も
十
四
歲
两
外
の

0

量
十
人
以
下

a

し
く
ば
十
六
人
以
上
を 

有
ず
可
ら

^

る
を
命
娘
レ
：る
、即
ち

.該
年
齡
，
.以
卞
の
兒
葷

.
^
.對
し
て

_ば
其
數
，を
規
定
す
る
こ
ど 

能
は

‘ぞ

る

が

故

な

-
^
。

；違̂

の
寒
數
は
過
大
な
か
家
族
の

0
過
人
員
を
子
孫
の
數
少
き
家
族 

に
ズ

‘

し
む
る

|-
:
由
饭
セ

#
為
に
之
を
確
守
持
麻
す
：る
ヒ
得
可
し

」

。
■
も
辞
し
全
市
が
定
數 

を
#
過
す

る

時
^

^

®

.遞
人
臭
を
以
セ
他
市

0

足
を
塡
兜

t>
、H

に
全
島

.に
宜
公
て
人
口
の 

:

過
剩
ゼ
吿
ぐ
る
時
は
，各
市

n

1.

定

0;
市
民
を
選
拔
し

9
植

K
地
を
建
設
す
る
な
り
。
而
し

て
植
民

.，地

の

建

設
{1
時
に
戰
爭

^
0
0 
f 
6 

Z 

^
也
る

ノ
可
し
と
雜
、一：，人
民
が
■
も
有
益
な
る 

用
途
に
供
用
す
，る

i

匕
.な，：き：

4:
地
，を
擁
し
て
他
の
來

K
Vて
之
を
：用
益
し
：所
有
す

' る
' を

拒

if
は 

:最」

も
庇
：當
な
る
職

#

0
理

_

た

：る

肯

き

系

の̂

看
做
れ

：/2 

;
_
雄
甘
る
が
如
：く

®;

年
長
者
は
家
族
を
支
配
一
す
0
妻
女
は
彼

等

の
良
人
に
、兒
嘘

は
其
父
母 

R
,而
し
七
略

.

す
れ
ば

.年
少
者
は
其
年
長
赉
に
舉
钍
す
る

.な

^
,°

各
都
市
は

g
:

つ
の
同
一
な 

る：部
，分
焚
は
跖
域
に
分
歸
せ
ら
气

#

區
の
中
央
に

#

種

物
.件
の
市
場

.あ

b
。
玆
に
各
家
族 

「

©
製
作
は

T
l

k

の
_

內
に
潇
さ
る
、
な

v

°
而
し
て
各
補
の
物
件
は
別
今
に
奚
‘譯
は

I
r
a
n

 

な
る
，文
字
を
使
用
す
、羅
典

.原
文
は

seorsu

且
に
納
屋
又
は

.翁
扉
に
貯
櫞
す
る
な

h
。
此
畠
ょ

6
, 

し
て
谷
家
族
の

®

年
長
者
即

-t
>各

^

串
は
0

て
彼
及
び
其
家
族
の
必
要

S
す
る
.所
の
も
の
を 

取
得

1;
、而
し
て
貨
赞

&

ぐ
、交
易
な

:<
金
然
何
等
の
報
償
な
ぐ

(sine Omn
i

 p
r
o
r
s
s

 hostimento)

彼
と 

共
に
之
を
持
行
く
な
々
。

:'
,

,御
ち
彼
に
對
し
て
或
物

#

が

拒

絕

せ

ら

る

可

き

理*:
存

せ

ざ

る

が 

故
な
む
。
漦
有
ゆ
る

.物
件
は
豐
富
に
し
て
、而
し

^
或
€
が

rr
M

以
上
を
要
求
す

る

を
疑
懺
す 

可
さ

®

據
な

#

れ
ば
な
り
。

.郞
ち
人
は
彼
が
決
し
て
不
足
を
憂
ふ
る

ニ 

S
欢

§ 
く
確
信
せ
る 

場
.合

R
知
何
に
し
て

.其

F

要
以
上
を

0

求
す
可

し
ヾ

」

思
惟
せ
ら

.る

.可

.き
か
。
疑
も

«

く
有
.ゆ

0
t
0 

(

七
01 > 

躺

镪

ト

-
マ
K

4
1
T
の

tr
r
w
,其
典
摩
.座
翁
的
#

_
笫
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ま
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想
第
六
贼
三
八

る
種
類

'の
生
物
に
在
ヵ
肉
は
軍
に
缺
乏
に
對
す
る
恐
怖
に

0

ら

れ
、你
又

獨
ぅ
人
間
に
在

b
て 

は
財
物
の
餘
冗
無
益
な

‘る
虛
飾
を
以
て
他
に
超
越
し
卓
絕
す
る
を
以
て
榮
眷
ビ
做
す
の
自

M 

に
由
，
て
貪
愁
，及
び
劫
掠
を
生

:̂
る
な

b
p .

U
t
o
p
i
a

民
の
間
に
在

P

て
は
此
種
の
惡
慰
は

JE 

も
亦
花
す
る
の
餘
地
な

&

な
々
。」

-

V
是
等
の
市
場

に
隣
.,て

各
種
の
食
料
品
市
場

(meate markettes)

ぁ
.V
、此
：處

、に
.
M
に

奴

隸
の
手 

I,に
.屠

殺

.せ
ら
れ

洗
«
せ

ら
れ

*

,る
畜

.類

を

輸

致

す

る

な
り
。
屠
殺
は
市
外
の
河
邊
に
於

1:
行 

は

れ
斯
く
て
惡
疫
の

^
因
た
る

不
潔
不
快

^
く

.

は
不
淨

な
名
物
を

都
市
に

輸
致
す
る
を
免
る 

、
f

。「

加
之
、各
街
に

ば

各
：
他
に

對
し

て
同
一

距
離
に
設
置

ぜ
ら
れ
，孰
れ
も
特
殊
の
名

?

 

ょ

6

て
知
ら
れ
た

る
宏
大

;*
る
會
館
ぁ

b
。syphograntes.

は
是
等
の
：會
綰
中
に
住

す
。

而

し

て 

該
.#:
館

の
#'
個

に

對
し
片
侧

十

五
づ
、

三
十

の
家
族
を
指
定
す
。

各

會

館

の

賭
方
は
一
定
時 

に
^
料
品
市
璩
に
：入
.り
、此
：處
に

.彼
等
は
其
會
館
に
腐
す
る
家
族
の
氣
カ
に
應

'じ(

英
_
は

單
に 

aiccordinge to tlie 

n
u
m
b
e
r

 

o
f 

.their 

halies.

ヒ
記
せ
，る
の
み
、»
譯
に
は

 der 

S
&
l
c
e

 der 

F
a
m
i
U
e
n

 entsp- 

rechend

'* .diezu 

se

日em

 palest 
g
e
hot
r
pヒ
ぁ
ム

)

，食
.料
を
受
理
す
る
な
か
。
然
れ
ど
も
總
て
の
者

.
 

方)

の：
中

最

高
最

&

な
る

者

は

病

院

；に於
て

看

證

せ

ら

る

、
(

C

U
I1
病
人
に
属
す
る

^

の
？

」

。

即
ち
四
，個
の
大
病
院
は
都
市
の
周
圍
に
在
り
、而
じ
て
各
患
著
は
病
院
に
於
け
る
加
養
を
自
家 

に
於
け
る
も
の

'よ
り

_も
_

て
辜
ぶ
ま
で
に

a
:く
整
頓
せ
る
な
り
。

「

午
餐
及
び
晚
餐
の
一
定
時 

:

間
：k

於
：て
全

s
y
p
h
o
g
r
s
n
t
i
e

は
眞
鍮
の
_
叭
の
響
に
豫
示
せ
ら
れ
て
病
院
に
在
る
病
人
又
は
其 

他
彼
等
の
自
家

に

在
；る

#
.を
.除
き

#

是
等
の
曾
館
に
來
る
な

b
o
.然
れ
ど
も
何
人
ミ
雖
、是
等 

會
：館
の
所
要
の
滿

3
れ
た
る
後
、市
場
よ

b

其
自

.宅

.
k
食
料
品
を

.持
ち
歸
る
を
禁
止
せ
ら
る
、
 

i

な
し
。

即
ち
彼
等
は
何
人
も
本
當
の
：理
由
な
く
し
て
之

^

行
ふ
者
な
_
を
知
る
が
故
な
ら 

即
ち
；何
火
も
家
庭
に
於
：

て
食
事
す
る
：を
禁
せ
ら
る
ヾ

Z

ど
な
し

ビ
雖
、而
も
之
を
以
て
頗
る
不 

方
班

0
£譲

1
&*
0

§
逢
な
る
こ
ヒ
、
認
む

^

^

故̂
に
何
人
も
進
ん
で
之
を
行
ふ
■
な

し
。

W

し 

て
又
へ
最

>

近
き

.
會

館

：
に

，
於

」

て
#
.美
を
る
：
料
理

¥

て
迎

へ
ら
る
、
場
合
に
.：自
宅

に
於
て
粗
：惡 

な
.る
食

:*
.を
調
理
す
る

0

勞
を

.

：

執

.る
は

最
も
痴
愚
の
行

爲

S
謂
ふ
可
き
，な

K
V
O此
會
館

に
於 

て
.は
：有
.ゆ

る
' 不
快
.、困
雛
且
下
賤
な
：
る
勞

：
働

は

、
奴

隸
に
よ

P

て
遂

行

せ
ら
る
？

而
も

各
家
族

の，
 

.婦
人
：は
交
：代
に
苕

.6
0§
^

食

：
，物

；
の

調

理

及

^

献
立
：'難

彼
I等
は
：其
團
體
の
數
.に
從

^

淇
以
上
の
食
卓

.に
：着
席
す
。

男
子
，
は

壁

に

接

せ
 

る

腰

» :
に
坐
し
、而
し
て
婦
人
.は
食
卓
の
他
の
侧

K
着
き
て

彼
等
：と
相

對

せ

り
、斯
く

て
屢
姙
娠

第
十
1ユ
猞
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七
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ュ
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北
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主
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：0

0

三
九



销

ぅ

三

卷
«

G

S
論

M

ト

ス

4

1
ア
の
T

ト
，ビ
ア
と
典
典
燦
生
翰
的
思
想
婼
バ.璘

田

0

せ
る

#

人

3

t
る
が
負

>
若̂

'1
>
被
等
に

S*
し
或
木
意
の
不
快

(

獨U
n
w
o
M
s
e
i
n

英
は

e
v
y
n

.̂.

^

ぐ) 

を
生

^
た
ヵ
メ
せ
仗
、彼
等
は
他
人
を
煩
し
又
は
騷
す
こ

S

な
く
起
立
し
て
此
處
ょ

-
S

育
兒
室 

•!
:
退
立
す
る
を
得
せ

1

む
.
る
な

^
。
保

'®
;獨
譯
は

die. F
r
a
u
e
n

ミ
.記
す

)

は
其
：乳
兒
ビ
共
に
彼
等 

の
#

に
#

1:
#

■&
委
杯
せ
&
れ
为
る

 

一

.E
の
®
室
に

獨
办
離
れ
て
坐
す
る
な
り
、而
し
<
輿
內 

に
は
火
氣
及
び
淸
水
を
鞅
く
こ

S

 
く
、又
搖
藍
の
設
ぁ

P

て
彼
等
は
其
欲
す
る
に
從
ひ
て

&
 

兒
を
横
臥
せ

^

妁
i

録
に
彼
等
ょ
，

b
"其
糨
褓
を
脱
し
て
、之
を
火
に
燥
し
、而
し
て
奏
樂
を
以
て 

彼
等
を
樂
し
ま
し
分
る
を
得
る
な

])
'

。
總
て
母
は
死
亡
又
は
崁
病
に
ょ

.办
て
不
可
能
，な

&

3T 

各
限

-c>

自
身

.の
子
女
を
養
育
す

9 .

然

6

ざ
る
揚
合
に
は

s
y
p
h
o
g
i
t
e
s

の
夫
人
は

^;
速
に

^

® 

を
供

.ふ
る
な

A
c 

'而し
て
そ
は
困
難
な
る
こ
と
に
非
す

0

即
ち
之
を
爲
す
を
得
る
の
婦
、

H. 

(

如
何
な
る
：勸
務

a

欣
ん」

で
念
に
其
：身
を

捧

ぐ
る
な

6
。1
何
.ビ
な
れ
ば
彼
地
に
在
り
て
は 

此

#

の
%

憐
は
著

;1
.
く
.稱
|揚
せ
ら
机
、而
し
て
養
育
を
受
け
た
る
兒
童
は
爾
後
永
く
其
缺
®
を 

:^
て
自
己
の
生
母

:？
:
办
ビ
認

:0
る
が
爲
な

^

^
總
て
五

^

以
下
の
兒
童
も
亦
保
姆
の

Hi
-]に
居 

»

り

.他
の
飼

®
^
.齡
：以
下

^

る

兩

性

の

兒

：童

は

女

，子

と

等

し

ぐ

男

子

ん

亦

食

事

の

給

仕
 

を
行
ひ
请
し
又
之
に
對
し
て
.年
少
に
過
ぐ
る
遨

も

W

驚
く
可
き
靜
肅
を
以
て
佇
立
傍
规
す
る

な

彼

等

忧

食

単

i

り
彼
等
に
與
へ

i

る
、
も
の
を
食
ひ
、而
し

\

し
他
に
特
殊
の
食
事
時
間 

を
有
す
る

て

と
な
し

」

。
.：

「

彼
等
は
：何
等
の
害
惡
を
も
生
ず
る
己
ビ
な
き
快
樂
に
就

&,
て
は
某

如
 

何
な
る

^

類
を
も
禁

11
:
す
可
；
;.
&

に
難
ず
と
な
す
の
意
見
に
著
し

く
傾
け
ら

」9

彼
等
が
都
市
に 

於
，妙
る
典
同
生
活
の
狀
態
疋
に
斯
く
の
如

.(

.。「

然
れ
ど
も
地
方
に
在
ぅ
て

.は
彼
等
は
瓦
に

K 

隣
人
ょ
り

據
く
離

れ
て
居
住
：す
る
が
故
に
、興
自
宅
に
於
て
別
箇
に
食
事
を
行
ふ

な

, ！
).

。

即
ち

沛
民
の
生
活
資
料
は
總
て
皆
彼
等
ょ
り
出
づ
る
も
の
な
る
！

&
故
に
、典
如
何
な
る
家
族
も
總
て

.

.

.

. 

.
:

.

.

.

.

.

の
種
類
の
食
來
を
缺
く

^

ビ
な
し

。j

: 

■
■
,十

：
. 

，

.

「

芬
都
市
は
每
年
酋
都

A
m
a
u
r

.ote (
A
m
a
u
r
o
t
u
m
)

に
同
，鳥
の
公
務
を

0

理
す
る
が
爲
に
其
最
も

K
 

明
な
る
長
老
の
三
名

を

代
議
員

^
.し(

て
派
遣
す

»

_
に
據
る

)

。
纏
.て
其
會
議
に
於
て
過
不
足 

が
如
何
な
る
物
件
に
就
き
又
何

®

に
存
す
る
か
を
完
全
に
知
悉
す
る
や
、直
に

1

地
方
の
夥
多 

樣
；他

Iの
缺
乏
を
補
足
す
る
な
七

(^eriuna inopiam alter

-B*
s

 protinus u
b
e
r
^

 

而
し
て
彼
等
は

何
等
の
利
得
な
く
、典
物
件
を
給
與
し
打
る
者
ょ
&
何
物
を
も
囘
收
す
る
左
な
く
し
て
快
く
之 

を
行

'ふ
^
V

、而
も
該

」

市

i 
>

何
等
の
代
償
を
要
求
す
る

J

な
ぐ
其
璺
富
な
る
物
を
之
を
缺
け

釣
十
三
卷(

七
o
五〕

論

：
魏

}
|マ
ス•5

P
-
T

の
;*
.
Iト
ド
アVJ.

其
共
後
生
‘義
的
思
想
笫
六
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四
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第十
3
卷

(

七〇六

)

：
論

^

>
.
.
i
ス
4
，
ブ
の
キ
ー
ト
；
b
r
w

其
共
産
主
義
義
膝
想
第
六
號
四
ニ

る
或
他

.の
都
，市
に
：〗

給
與
：せ
名
是
等
の
都
市
は
亦
何
物
も
與
へ
ず
し
で
其
不
足
せ
る
物
を
他
の 

都
市

4 

^
收
受
す
る

#

が
。；
斯
く
て
全
島
は
宛
も

一

家

ビ
興
る
と
な
き
な
り
。
然
れ
ど

も

彼 

等
は
自
已
の
爲
に
十
分
な
る
所
要
物
件
の

.

.準
備
を
爲
せ
る
時
は

(

彼
等
は
年
に
於
け
る
收
權 

の
結

*

不
確
定
な
る
が
故
に
、次
の
ニ
ヶ
年
に
對
し
準
備
す
る
迄
は
十
分
と
思
惟
す
る
こ
ど
な 

し0

其
.
#富
.に
有
す
る
：是

#

諸
.：

物
件

.を
：多
：

暈
：：

に
#
：國
；に
輸
出
す
る
な
り

」

。「

而
し

て

彼

等

は

i

て 

是
等
物
件
の
：七
分
の

4
'
を

彼

一

國

の

贫

民

に

快

ぐ

*

代

を

以

て

給

與
し
.、殘
餘
を
相
當
な
る
價
格 

(pretlo 

m
e
d
i
o
c
n
)

を
以
て
寶
却
す

-

彼
等
は
此
通
商
貿

S

に
ょ

!)
て
啻
に
多

額
の
金
銀
の
み
な

. 

、
 

I 

: 

: 

•
-

ら
ず
、彼
等
が
國
內
に
不
足
せ
る
有
ゆ
る
物

(

を
は
殆
ど
鐡
の
み
に
限
ら
れ
た
り

)

を
も
亦
自
國
に 

輸
入
す
る
な

6 

0
而
し
て
彼
：等
は
旣

.に
久
し
ぐ
此
貿
易
を
行
ひ
來
れ
る
が
爲
に
，今
や
何
人
も 

信

t

る
能
は
ざ
る
迄
に
是
等
の
物
件
を
璺

」

富
に
所
有
し
つ
；、
ぁ
る
な

6 

0 

Sれ

ば
®：
に
由
り 

:て
：彼

等

は
.現
金
に
：對

す

：る

：か

游

く

は

又.
r

鬼
期
日

^
於
/て
支
挪
は
る
可
く
、而
.し
て
大
部
分
を 

憤
：權
し
て
所
有

.す
可
き
信
用
を
以
て
賣
却
せ
ら
る
、
か

?:
顧
慮
す

る

乙

€
な
し
0
然
れ
ど 

%

之
を

^

す
に
當
り
て
は
彼
等
は
決
し
て
秘
人
の
信
用
に
依
賴
す
る

£'
な
く
之
が

1|
に
^

^
 

せ
ら
れ

^
る
瞪
書
に

「

對
し
全
市
の
保
證
を
求
む
る
な

h
,
o 

.
支
拂

0
期
日

&?
到
來
し
觸
了

し
之

:る
：，
時

‘は
、該

‘都
：市
は
私
債

.務
•考
よ
ぅ

(a privatis 

debitoribus)

負
債

.を
徵
收
し
て
、之
を
共
，同
の
庫
中 

:に
»

め
、而
し

.て
彼
等

.の
«:
權
潜
た
る

u
t
o
p
i
a
A

の
之
を
請
求
す
る

.に
：至

る

迄

、長
 

< 之
を
使
用 

し

.收
益
す
る
な

.
&。
彼
等
ば
嘗

_^ :
る
が
如
き

乙

と

な

し

.。

即

ち彼
等
ば 

自
己
に
取

^V

て
何

^

0
^

益

：な

き

，物

を

是

に

由!>
て
利
益
を
受
け
つ
、
あ
る
他
の
者
よ
ぅ
取 

-
C
N

去
る
は
公
正
な

.る

.事
に
非
ず

と

思
惟
す

る

が
故

.な
り
。」

彼
.等

♦か

之

を

间

收

す

る

，は

其

一

部 

，を

他

の
.
.國
民

>
‘に，貨
與
：
.せ
：ざ
る
を

'得
：ざ

.る
が
、若
し
く

.は
彼

.
等

が開
：：

戰

：
せ

'
る

圾

合

な
i

彼

等

‘
か 

國

內

；
に

•

其

所

有

す

：：る
，總

：て

の

財

貨

を

、
保
®

す
る
は
單
に
是
に

_

&
ズ
.其
危
急
を
免
れ

/V
ミ
す 

る，に
：，

在
.る
な

b

o

而
も
：其
主

^

る
も
の
は
是
を
以
て
法
外
な
る
高
給
を
：支
出
；し
て

~

外
國
典
を

'傭

a」

入
る
、
に
在
る
な
：

b
。
，：，即

ち

彼

等

，は

貨‘幣
.に
對

.し
て
克
く
彼
等
の
敵

.兵
^
者
ビ
雖
屢
賣

.

.

.

.

.

. 

.

.

.•

買
：せ
ら
れ
，、若

し

く

は

文#

反
‘に
：由
'
.々v

內

爭「

を
：喚
：.起

し

得

可

き

を

，知

る
.が
故
に
，彼
等
は
寧
ろ

,

自
國

R
'よ
.
.
-
^
も
外
國
人
を

.し
て
危
急
、に
赴
か
し
む
る
な
り
。

(

玆
に

®

人
は
國
內

—

に
對
し
て
共

.

.

. 

.
:
.

.:
:

.
 

.
:
'
;
:
/

■

:
.
-
.
:

」
. 

*

產
■主
.
•義
煮
た
る

‘

M
o
r
e

一
が
外
に
對
し
て
こ
種
の
資
本

.

.的
侵
略
丰
義
考
た
る
：を
：見
る
な

上
。

Utopia.^:

於
て

^

#
銀「

は
.本
來
鐵
に
比
し
て
獎
用

#

き
が
：故
：
.に：
‘之
に
劣
る
も

0

と
考
ぺ
ら
る
。

s
u
i
s
.
: nQ

n 

videt 

q.uam 

longe 

. 

infra 

f
e
r
r
u
m

':. sunt 
?

)

？
自
然
は
何
等

0
要
.用

を

'金

銀

に 

g
»
せ

-
- 

. 

.

.

.

.

.

.

. 

.
.
.
.
.
.
.

來

三

怨(

七
〇
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禽十セ1#
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七〇
6

:

鞔
<
.魏
-:
f

,マき屯

.
—ア
.の
3«
!
ト
*
アと
.其共
.蜃
巍
的
规
想
ぃ

^
藤

；
‘ 

■

ざ
：、る

が

故

：に
，人.間

0
:
.痴

#

が
：其

稀

少

农

る

の

故

：を

以

て

：
之
；を

高

く

估

料

す

る

i

.な

(

ん

ば

之
. 

へ
を
有
せ
：
ざ

る

も.菩
入
轉
何
等
の
不
値
を
感
，

f

る
.，a

な
し
。

至

"縣
莩
愛
：の
母

.た
，
る

自

然

は.最
良
，
 

最
'寒
な
る
物
を
敬
ぐ
共
通
；弘
布
せ
し
め

.

.ぬ
>

、例
は

.空
氣
、水
及
本
神

^

^

如
：し
。

而
し
て
麻 

并
御
益
な
、る
物
は

■之
を
最
も
逾
，
<
.五
又
ょ

Y

移
し
そ

^̂ 

I

金
.
錄

：
ゆ

满

宋

琳
».
な

る

家
 

內
の
，
用

器

，に

製

造

せ

も

れ

、
又

罪

人

を

.縛
す
ゐ
鏈
瀲
、脚
繚

€

し

て

使

，
用

せ

ら

る

，
。

Tf
i
し
て
齋
石 

珠
玉
亦

®

兒
の

#'
具

^

る
に

-過
ぎ
す
。
曾
て

•
A
a
e
m
q
i
j
s
s

€
&
%
ぎ
ハ
に
出
で

.、空
、虛
を

S
.
*
.
す)

の
 

大
’使A

m
a
u
l

を
訪
へ
る
と
ぁ
り
。

:.
.彼
等
は

.

u
t
o
u
a

の
島
，民
が
頗
る
質
素
な
る

.服
裝
を
爲
せ
•る 

をM

知
し
、是
を
以
て
彼
等
が
贫
械
本

石
！4

越
因
す
る
も
の

な
り
ミ
誤
解
し
、
«
被
服
ビ
令
#
雄 

玉
の
華
美

^
,を
以
て
彼

_

を

感

；動
：
サ

し

め

：
ん
，と
：企

圖

し

た
P

O
然
れ
ど
も
自
。

u

p民
は
彼
等 

•

か金

:^
を
懸
け
存
る
金
見
て

r之
を
奴
隸
な

.
&と
判
斷
せ

.t

旣
に

^
眞
珠
珠
玉
に
#
み
て
之 

を
拋
棄
せ
る
？小

.兒
；は
大

/使
の

_

に；之

.が：附
翁
せ
る
見
て
典
母
に
謂

a
て

BJ
; く
、彼

.が
宛
：.も嬰
兒 

の
如
く

.未
だ
眞
珠
資
石

.を
帶
ぶ
る
は
非
常
な
る
木
偶
坊
に
弗
す
や
ミ
。
而
も
其
母
：は
眞
面
目 

it
答
へ

.て
_

ぐ
.彼
は
：大
使
の

，
_

.1
5
'な
る
可
む
ミ

0

或
.者
は
文
其

0 

♦か
餘

b
.に
繊
弱

に
し
て

奴 

隸
は
容

.：易
に

±

を
破
辩

;t
得
可
く
、又
餘

A

に
廣

.緩
，に
し
て
.其
欲
す
る
が
儘
に
之
を
脫
し
て
自

由
に
逃
走
し
得

.可
し
ど
做
せ
卜

0

:

:
:
:
十
-
:

1
7
、

.

.

:
y

:
彼
等

.は
其
自
ら

‘戰
へ
る
戰
带
に
於
け
る
外

..は
戰

S

K
於
it
る
補
虜
を
奴
隸
ビ

.爲
し
、若

し
( 

は
奴
隸
の
手
を
奴
隸
穴
ら
し
む
，る

ど

'®
じ
。
彼
等
の
間
に
於
け
る
奴
隸
は
與
ら
自
國
の
重
罪 

犯
人
若

し

く

は
苦
役

'に：堪
え
鍊
ね
て
自
己
の
自
由
意
志
を
以

.
^

U
t
o
p
i
a

國
の
奴
隸
た
ら
ん

こ 

と
を
選
べ
る
外
國
の

‘貧
窮

-®
る
勞
：働
者
ょ
り
成
名
。
病
人
に
對
し
て
は
.醫
藥
攝
養
の
注
意
到 

:ら
$
:る
な
き
も
，不
治
：：

0
患
潘
に
し
て
其
：库
存
が
單

^
彼
に
取
&
て
苦
惱
に
過
ぎ
ざ
る
時
は
僧 

袍
と
長
官
ビ
は
彼
を

®?
:
き

て

：其
，希

望

に_

ち
て
牢
獄
は
等
し
き
生
命
を
脱
離
せ
し
む
る
を
得

. 

る
な

.
0。

女
子
は
中

<

歲
、
2

子̂
«
ニ
十
ニ
歲
以
前
に
於
て
婚
姻
す
る
こ
と
な
し
。

「

恭
し
男
女 

何
.れ
を
間
は

t
、其
結
0
0
爾
に
漱
通
せ
る
乙
と
明
と
な

&

«
犯
勝
食
事
者
は
巖
重
に
所
窗
せ 

ら

る
可
く
、而
し
，て
，其
過
失
が
乳
主
の
潜
恕
に

_
:!
>
て
赦
免
せ
ら
る

 

>
1

に
非
ざ
れ
ば
爾
後
永

< 

典
全
生
涯
を
逋
じ
て
結
婚
す
，る
を
禁
止
せ
ち
る
。

：

而
も
斯
く
の
如
き
犯
罪
の
行
は
れ

た

る
家 

の
，家
長
及
び
主
婦
も
亦
典
に

*

®
督
を
怠

y

た
る
も
め

ビ
し

て

非

，常

な

，
る

非

.

雛
惡

評
を
蒙
る 

を
免
れ
ざ
る
可
し
。ン
彼
等
は
努
め
て
這
個
の
惡
習
の
橫
行
を
防
遥
す
る
に
非

.ざ
れ
は
、全
生
涯 

を

|

入

W

共
に
送
ヶ
、而
し
て
文
之
に

# :

れV

生
.す
る
有
ゆ
石
憂
愁
及
び
不
快
を
容
受
せ

ざ
る

第
十
三
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〇
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可
ら
ざ
る
結
婚
の
麥
に
於
て
結
合

U9
る
齊

殆
ど
絕
無
な
る
可

■§
を

■
 
V

る
が
故

R
這
及

の
：：a

 

朝
は

^

ぐ
の
免
く
峻
酷

^
所
罰
せ
ら
る

;\
な

ら

。
：，
加
之
：
妻

女

及

び

良

.人

を

選

櫸

す

る

に

當

シ
 

て
は
我
等

R
取

.'
！)
て
：
は
®

る
滑
稽
の
觀
あ
る
一
の
惯
習
を
眞

0

洱
嚴
重
に
遵
奉
す
る
な
り
。
 

#

ち
す
婚
の
契
約
に
先
立
ち
有
徳
の
刀
自
は
處
女

*

る

，己
寡
婦
た
る
ヾ
し
を
問
は
す
婦
人
を
求 

婚
者

R
.對
し
赤
裸
々
に
示
す
な
り
。
等
し
ぐ
又
嚴
肅
な
る
大
人
は
求
婚
*
を
赤
裸
々
に
婦
人 

に
' 顯
示
ず
る
な

.̂
。
吾
人

(
H
y
f

身

;^
の 

一
fi
は
這
般
の
習
慣

p

»
:b
之
を
以
て
蒙
眛
な
る
こ 

w

ヒ
し
て
嗤
笑
し
排
斥

-せ
り
。
然

H

ど
も
彼
等
は
却
て
有
ゆ
石
他
國
民
の
愚
味
を
訝
る
こ
ど 

大
な
り
。
或
卷
が
小

_

を
購

^

に
際
し

0

す
る
所
は
少
額
の
貨
幣
な
る
に
拘
ら
ず
、頗
る
綿

® 

卿
到

^
し
_て
、そ
が
：殆
ど
全

.部
：赤
裸
な
る

S

彼
は
：鞍
及
び
一
切
の
装
具
を
悅
し
去
る
に
非
ざ 

れ
は
或
瘡
傷
が
是
等
の
被

®

下
に

®

蔽
せ
ら
れ
た
る
を

©

れV

之
を
購
入
す
る
：乙
と
を
欲
せ 

ざ
る
な
り
。

而
も
尙

.妻

0

選

»

に
；際
し
て
は
、彼
等
に
；取

i

て
爾
後
に
於
^
る
其
全
生
涯
の
幸 

不
幸
；v

關
係

あ

る
一
に
拘
ら
ず
頗
る
疎
漏
に
し

て
、彼.等

は：
»

婦
人

の
顔

面
以
上

に
何
物
を

も

見 

る

こ

ど
ff
i

は

す
、彼

:^
が

肉

；；體

の

有

ゆ

る

他-0
部

分

は
皆
被
服
を
以
て
：.蔽
は

，.れ
，
た

る

が

救

に、
 ̂

等
は
：辛
じ
て
一
手
幅
に
，よ
り
て

彼
：女
を
評

.價
し

'て，之
と
結
婚
す
る
な

’」

。.「

總
て
.の
劣
子
よ

相

手
：；

方
の
徳
性
の
饞
れ

^

る
を
選
ぶ
ま
で
に
賢
：明
に
非
す
、而
し
て
肉
體
の

：

美
は
精
神
の
美
を
增 

加
せ
し
む
る
も
の
な
-
、實
に
賢
人

0
結
婚
に

於
て
さ
へ
然
る
な
り
。
忌
は
し
き
畸
形
が
是
等

•
 

•

 

I

 

I

.

 

.

 ’

被
菌
の
下
に

0
れ
、且
法
律
上
夫
婦
の
肉
身
を
再
び
分
離
す
る
：を
許
さ
：れ
ざ
る
場
合
に
は
疑
も 

な

c
、̂i
子
の
心
を
全
然

JC
S

1'
&

練

If
し
去
ら
し
む
る
乙
ビ
あ
る
可

§

な
り
。
教
し
斯
く
の 

如
き
缺
举
が
結
婚
の
ふ
元
：了
し

/2
る
後

^

至
ら
或
機
會
に

.於
て
初
て
發
見
せ
ら
れ

f

と
せ
ば

• 

實
に
忍
耐
以
外
に
何
等
の
方

..法

#
せ
ざ
る
可
く
、總
て
の
人
は
甘
じ
て
其
運
命
に
服
す
る

' 
の
外 

な
：き
な

C

是
に
由

^v

て
彼
等
は
：斯
く
の
如
き
欺
蟎
を
豫
め
囘
避

1
無
效
衣
ら
し
.む
可
き
法 

律
の
制
定
を
以
て
颇
る
至
當
な
る
こ

^:w

思
惟
す
る
な

6
。

而
し
て
、彼
等
は
各
.夫
熟
れ

i

一
 

婦
を
以
て
滿
足
せ
る
彼
地
帶
に
玲
け
る
唯
一
の
國
家
な
る
が
故
に

‘益「

熱
心
に
之
を
遵
守
せ
ん 

こ
ビ
を
强
制
せ
ら
る
、
な

b

e
彼

地
に
於
セ
は
姦
通
若
し
ぐ
，は
又
孰
れ
か

一

方
の
忍
ぶ
可
ら 

ざ
る
放
縱
な
る
態
度
に
由
ぅ
て
夫

嫌
の

紲
：
の
.斷
た
れ
た

る
場
合
を
除
き
、

死
去
に
由
る

の
外
，
決 

し

て
婚
姻
の

破
棄
せ

ら
る
、
こ
と
な
し

：0
即
ち
溶

し
彼
等
の

一

，
.方

が
是

等
の
或
事
由
に

ょ

6

て
惱

3

れ
り

、
あ
る
を

'見
た

>
 V

J

せ
ば
、彼
等
は
元
老
會
議
の
免
許
を
得
て
離
婚
を
行
ひ
、他
に

■•
 

• • 

■ 

.

其
配
偶
を
求
む
る
，を
得
る
な

^

6

:而
も
相
手
方
は
爾
後
永

 

< 醜
名
：を
傳
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ら
れ
铒
婚
す
る
こ
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四
八

と
能
は
ざ
る
な

6
0
'然
れ
ど
も
良
人
は
如
何
な
る
他

.©
瑕
泚

K
對
し
て
も
其
妻
を
離
別
す
る 

Z

ビ
な
し
。
即

V

雜
等
は
或
缺
陷
又
は
病
患
が
其
妻
の
身
體
に
生
じ
た

6 

>
ヒ
す
る
も
®
も
之 

を
苦
と
す
る
こ
と
，な

き

な

何

^
な
れ
ば
何
人
ふ
雖
彼
等
が
援
助
ビ
«
安
と
を
恶
す
る
こ 

ズ
最
も

*

な
る
：場
合
に
見
捨
て
ら
れ
嫌
惡
せ
ら
れ
、而
し
て
疾
病
を
輝
發
し
、又
夫
れ
自
體
旣
に 

疾
病
た
各
老
年

K
於
.

V
I

不
深
、切

：：

不
信
實
な
る
待
遇
を
受
く

*6
は
無
凝
の
極

ビ
考
ふ
る
が
爲
な 

p

r

i

K
に
男
女
が

a

_
 

^
能
は
ず
し
て
，兩
者
共
に
他
の
配
遇
を
見
出 

し
一
層
平

&

且
幸

I福
ぶ
之
ビ
同

#,
せ
ん

M
J

を
欲
す
る
に

*.
り
て
爾
者
の
完
全
な
る
^
^
に
基 

き
七
離
婚
を
行

^
而
し
て
他
ビ

4?
婚
す
る
こ
ど
あ
る
な
ヶ

o

然
れ
ど
も
元
老
會
議
の
許
可
な 

く
し
て
之
を
行
ふ
で
ど
能
は
ず

0
:;
同
龠
議
は
其
議
員
及
び
其
妻
女
の
手
に
該
事
件
を
充
分
吟 

味

#

®
し

^

る
後
に
あ
ら
ざ
：れ
ば
、如
何
な
る
離
婚
に
對
し
て
も
同
意
ず
る
こ
と
な
し
。
然
纟
、
 

而
し
て
又
彼
等
が
容
為
に
離
娘
を

^

ひ〕

て
他

S
再
婚
す
る
を
得
る
を
知
る
は
愛
情
を
薄
靡
な 

ら
し
む
る
に
與
つ
ぺ
て
最
も
カ
あ
る
所
な
る
を
知
る
が
故
に
彼
等
は
之
に
對
し
て
許
可
を
與
ふ 

る
こ
ミ
を
喜
ば

I

な

&
。ぃ
姦
夫

_

»
は
®

も
苦
痛
な
る
奴
役
を
以
て
所
罸
せ
ら
る
。
而
し 

て
若
し
犯

_

者
の
双
方
が
旣
婚
者

fx
p

ビ
せ
ば
、是
が
爲
に
損
害
を
愛
け
た
る
當
事
溝
は
^
夫

若
し
く
は
姦
婦

?
0

&

|を
_

婚
す
る
が
故
.$彼
等
に
し
て
欲
す
る
時

は
相

共
に

結

婚
し
、茬

,

く
は
又
其
求
婚
に
應
じ
た
る
遨

^
結
娘

.す
る

な

り

。

然
れ
ど
も
若
し
彼
等

の

二
方
が
猶
依
挪

ビ
.し
て
斯

ぐ

の

i
 

<

無
情
な
る
同
：衾
者
に
對
し
て
愛
を
持
續
す
る
場
合
に
は
、潔
白
な
る
當
縦

者
の
希

M

丨
據
ぅ
犯

;^
者
は

.奴

.役
に
服
し
つ
ゝ
ぁ
る
に
拘
ら
す
、彼
は
之
'と
同
棲
を
繼
續
す
ス

を
f

る 

> 
な

り

。
，，‘
而

し

て

一

方

の

悔

恨
S
他

の

熱

心

な

る

愛

着

と

は

相

俟

ち

て

君
f

藤

し

て

憐

憫

の

念

を

起

さ.む

め
^

隸
.を

し

て

再

び

柬

縛を
脫
し
て
自
由
を
囘
復
せ

し

む

る

に

茶

る
こ
'
>顏

る

多

し
o

然
：れ

ど

も

巷

し

同

1:

當
事
漭
が
再
び
這
般
の
過
誤
に

.陷
る
時
は
到
底

g

，刑
，を

.免〉

る

V 

J
な
き
な
ぅ
。
他
の
犯
罪
ド
關
し
て
は
如

.何
な
を
：法
律
も
一
，定
の
刑
罰
を
規
定

す

^

J

kな
し

」

..而
も

「

是

U
*

す
る
公
の
刑
罰
が
其

0

度
を
改
办

：•

て
：
正

路

に

、
進

ま

しU
る
が

爲
に

•資

す

る

所

大
_

甚
此

_

す
可

&

犯
罪
を
行
べ
る
に
非
ざ

S

、夫

S

妻
を
懲
罰
.：

m

し
て
親

fi
其
子
女
；奪
懲
觀
す
る
な

^V。

遮
：莫
最
も
嫌
惡
す
可
き
犯
罪
は
奴
役
の
刑

{servitutis 

莒
0
:3
日
9
爱
を
以
て
所
釋
せ
ち
る
；、
；を

*

ヾ「

名
譽
心
餘
り

^
過
大
な
る
奢

_

終
生
永
く
名
聲
を
博
す
る
の
見
込
な
し

;0
如
何
な
る
長

.̂ 

4

据
傲
に
し
て
畏
怖
の
念

::
5
:
_せ
：1
,む
る
て
せ
な
き
が
故
に

m

s

相
共
に
親
密
な
る
生
活 

擎

4
鮝

(

七
i

s
論
;
挪
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典
建
虫
鶴
的
思
想
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龈
滋

0 

を
爲
す
。
彼
等
は
父

^:
呼
ば
れ
、又
自
ら
父
の
如
く
杞
處
す
る
な

f

市
民
は

?

は
彼
等
の

義 

務
'な
各
が
故

£
何
等

0
强
僩
奢
受

< 
る
乙

ビ
な
く
進
ん
で
彼
等
に
相

.當
の

#

敬
を
®
ふ
な

J>
o 

»

公
•

人

S
雛
、亦
堂

.冷
た
る
衣
冠
を
以

V

其
威
嚴
を
示
さ
ん
と
す
る
こ

f
な
し
ヰ 

'「

#
等
は

「

極
て
少
徼
；の
：法
律
を
有
す
る
に
過
ぎ
す
。
蓋
、斯
く
の
如
く
，敎
養
せ
ら
れ
盤
齊
せ
ら 

れ
‘た
る
人
民

R
對
し
て
は
頗
る
少
數

0
法
#

を
以
て
足
る
が
故
な
り
。
實
に
彼
等
は
他
國
民 

が
無
數

0
法
典
及

^

興
釋
，を
以
て
尙
足
れ

.！

せ
ざ
る
を
先
づ
非
難
す
る
な

b』

o

加
之

彼
等 

m

全
然
辯
贐
士

、代

訴
人
の
類
を
必
要
.ビ
す
る

こ
ビ
な

く
、各
人

皆

法
律
に
精

®

す
。

U
t
o
p
i
a

民
は
外
國
人

k

同
盟
を
締
結
す
る
乙
と
な
し
，
即
ち
彼
^
は
同
盟
が
決
し
て
忠
實 

に
遵
奉

*

持
甘
ら
る

、

,

j 

S
な
く
、而
し
て
を
は
入
類
を
し
て
相
瓦
に
敵
手
と
し
て
生
れ
た
る

の
威
を
抱
懐
せ
し
む
る
を
以
て
其
成
立
は

K

にホ善な思惟すなが故な

b
。.
人は他

-

:l.
t

……

:

:
 

.
:
. 

.

.

.

.
 

:... 

: 

• 

.

を
見
る
に
仇
敵
を
，以
て
す
可
ら
す
。

友

ff
i

は
强
大
な
る
聯

W

な
り

。
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of nature 

is a

 s
t
r
o
n
g
e

lr

I
s
g
u
e
;

 a
n
a
t
h
a
t

 m
e
n

:
b 邝 better 

a
n
d

 

m
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r
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t
o
s
t
h
e
r
s

 
b

v

o
<-
e a

n
d

 

benevolence, 
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-
,
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'
:■. 

: 

'
 

.
 

-
 

-
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. 
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:
'
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.
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■

.

 

-

.

covenauntes of k
a
g
u
e
s

 ;
by 

h
a
a
e 

affection 

of minde, 

then b
v

 W
o
r
d

o-SJ

頌
る
野
獸

»
の
も

^
{
r
e
m

 plane

be

裙h
a
m
)
s

る
に
拘
ら
す

.、如
何
な
る
野

®
の
間
に

.在
、

て
も
人
類
に
於
对
る
が
如
く
之
を
見
る 

る
：迄
激
繁
な
ら
ざ
ダ
酬

#

ば
彼
等
の

.縑
忌
し
：情
：惡
す
る
所
な

b
。
'
而
：し
：
て

殆

ど

，有

ゆ.る
，他
國 

民
め

#

慣
に
反
し
、彼
等
は
戰
讲
に
於
て
漉
户
る
盛
名

0
如
く
何
物
も
爾
く
不
而
目
な
る
も
.の 

な
し

S
傭
ず
る

な
i

而
し
.て
是
が
爲
に
彼
等
は

日
.

々
自
ら
戰
爭
の
訓
鍊
を

'
#ひ、而
し
て
爾 

に
^
,
,子
の
み
，な
ら
ず
女
子
も
亦
必
要
な
る
場
合
に
武
酶

.に
不
锻
練
な
る
を
惧
れ

T

f
良

s
i
­

ll 
日
I

,
 inhabnes.)

或
指
淀
の
日
を
以
て
之
を
演
習
す
る
も
、而
も
，彼
等
は
自
國
を
防
衛
し
莽
し

く

 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

は
其
：友
邦

0
土
地
ょ

.り
之
：を
侵
略
せ
る
敵
兵
を
驅
逐
し
、或
は
：又

.彼
等

0
力
に
依

り
て
暴
#

の

腿
迫

.，を

受

け

た(

る
：或
人
民
を

»

驟
#

ょ
ぅ
脫
せ
し
む
る
場
合
の
外
は
，決
し
て
戰
邻
を
行
ふ
乙

…

.

.
'

.

.

.

.

.
:

.

ビ
.な
し
-倚
國
外
に
於
け
る
一
友
邦
の
商
人
が
不
正
な
る
法
雜
に
準
據
し
、®
し
く
は
又
善
法 

の
.曲

解

に

；ょ

合

：公

正

に

假

.記

し

て

不

正

，
な

.る
、

吿
訴
を
受

.け

た

る

.場
合
亦
開

® !

の
.最
も
正

*
'な
' 

る
■规
由

^

る

な

ぅ

。

戰
0

は
主

W

し
て

zapoletes'

其
他

i
 

&
の
傭
兵
に
依

‘ト
て
行
は
る
、

乙
S 

1

5

た
る

,'
;が
如
し
。
而
も

cl
t
o
p
i
a
人
は
必
舉
あ

I

臨
ん
で
は

»
人
に

_

る
迄
悉
<
雜 

人

た

各

な

ち

即

ち

「

如
；何

*

る
；
子
も
其
惫
志

^
反
し

‘七
國
外
に

.出
‘«

す

る

を

强

制

セ

ら

；る 

::

る
“ J 

W

t

§
ぢ
等
：レ
ぐ
，典

&

人
に

.同
，
せ
ん
こ
ビ
縈

#:
隹

ず

，
る

婦

人

'

は
.之

を
_

北

妨
#
.
-せ

ら
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$
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i
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'五
二

.る

、
之

士
.な
.き

0'
み

苳

ら

ず
>寧
ネ
：之
：を
»

揚
し
、て
：«

戟
、
_

 ̂

.

萌

し
'

V

爾

列

に

在 

K
y x
w
^
, 

M 

^
 

 ̂

*
 

a 

^
 

n 

^
 

A
. 

0 

■ 

 ̂

 ̂

±
 

h 

な 

6
。

#

A
ば

 ̂

子
、親
戚
.與

び

姻

戚「

に
ょ
：.
<
=
\
で
，圆
繞
せ
：ら>

0

、
苓
b
p
:即

ち

先

づ

自

然
R-
相

扶

翁

ず

る
”の
：傾
向 

ぁ

る
.彼

等

は

：斯
く
，て

相

共
'に
戰
、線

に

立

ち

つ

、
ぁ

る

を

以

て®
,に

援

助

し
^

ふ

可

キ

が

故

，な 

今

',
'夫

に

し

て
.其

妻

を

失
a
妻

に

し

て

、其
_

?:
失
.ひ
、又
.は
.子
に
：
し
，て

其

拿

を

失

び

七

；歸

國

•す 

'る> 
は
：非

常

、な
：る

砵

辱

、不
：名#

た
る
#

:
Utopia 

.に

於

て
Vは
^

敎

令

自

由| j

般

に

認

め

ら
.，れ
、各

種.
0
.
宗

敎

並

：
，
.び

行

は
る
。
同
島
に
於 

.て
$

#
敎
を
信
奉

.せ
ん
：と
す

.る
者
，を出

.し
た

4

一
 

因
は
基

#

が
其
信

.徒
の

•間〜

に
有
ゆ
る

'：物
..を
 

.
:共
有
た

.
&
し
め
、而
し
て
斯
く
の
如

§

典
.有
の
制

.度
は

'猶
：最

も

：
疋

し

会.基
督
敎
の
僧
院
の
.間
に 

.

.殘
存

.す
る
の
べ
誠
に

#

す
る
な

b
。
僧
侶

.は

.

*子
に
非
ざ
る
限
り
、

•國
內
に
於
て
其
性
.質
最
も
単 

越
せ
る
婦
人
と
結
娘

^

婦
人
ど
離
、僧

.

.侶
た

.る
•こ
と

'
’能
は
，ざ
る
に
非
ざ
る
も
、彼
等
に
し
て
之
れ 

.に
選
任
せ
ら
る

\
.酸

®

て
少
數
に
し
て

.そ
は
孰

.れ
も
皆
寡
婦
，な
ら
ざ
る
な
し

)

。
蓋
し
僧
職
は 

• U
t
o
p
i
a
.

-;
に
■於
て
最
も
名

#

高
.
§
も
の
な
れ
ば
な

t

僧
侶
は
人
民
の
風
俗
を
：監
督

'し
^

年
を 

敎
育
す
可
ぎ
も
の
！W

す
。

.
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‘：

;»
く
.
.て：
1

0

#

.は
其
物
語
を
結
び
て
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ズ
，余
の
意
見
に
據
れ
ば

u
t

f
は
實
に
最
良
，の 

國
：家
た
る
，の

♦

な
‘ら

^

同
國
や
み
部
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党
く
國
家

(

公
共

B

體

e
o
m
m
o
n
,

 w
e
a
l
t
h

又
從

p
u
b
l
f

 

る
の
資

_

.:
«
>る
名
の
な

\

何

I

れ
：ば

.爾
餘
の
地
に
於
：て
も

<

は
.仍
公
益
を 

云
冷
す

:^
も

IT
も
各

'人
'は
'#
實
單
に
自
己

‘の
私
益
奪
觉
め
づ
、
一あ

る

に

過

ぎ

，

ざ
れ
ば
な

6
。

ン

.く 

.

.

.

.
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於
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V
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が
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人
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熱

心

：
に
.
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：
に

其

心

；
を

.
用

ふ

る

な

b
o 

而

し

て

實

.
に

彼

我

‘
南

渚

は

共

‘
に

彼

等

が

：
斯

く

、
の

如

く

全

：
然

相

，
反

.
せ

る

：
サ

に

出

づ

.
可

き

充

.
分

.. 

な

る
SI
-
-
H
を

有.t
声

な
i
 ,

即

ち

一

他

；
國

に

.

於

.て
U

縱
令
睛
，家
が
如
何

1;
其
繁
榮
 

'を

®

む
る
も
，
 

ィ」

-A
:

i''
,
Lて
自
己
め

 ％

 
に

^1
:@
:0
準

«

を
爲
す
に

#h

 
れ
ば

t
s
i
: 

quid 

seorsum 

psspiciat

. 

sibi.) 

®

¥

m

®

iむ
可
き
を
細

6

ざ
.る
教

I

ゃ
。
而
し
て
是

i

に
棟
は
全
般
の

I

 

f

 

も
寧
ろ
自

S

の
を

れ；

を
顧
慮
す

るの

必
舉
に

_

ら
る

.
、
な
办

0

之
.k
;反
6

難
て
、の
物
は
有

ゆ
：： 

る：人
に
共
通
な
る

.Ut
o
p
i
a

に
於
て

^

共
同
め

.

.倉
庫

^>
充
實
：し

0
'
\ゃ
る
.限
々
荷
為 

の
爲
に
必
翦

■?
:
る
何
物
を

4

缺
ぐ
乙
ビ
攻

.か
る

.可
>

を
.疑
：
ふ

者

拿

か

る

：
可

き

な

ぅ

。
'即

%
棒
 

现

：に

於

て

は

：
何

物

の

'

身

配
i

i!
5「

.吝

尊

る

こ

ビ

寒

く

、真

猶

等

の

實

藥

人

，な
<

乞

食

な

し

。
‘而
、し〕 

禮

::
|
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(

:-
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|
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^
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な
B
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即
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.

0

*愁
'系
,

哀

ビ

を
_

ち
.て
：■快

く

樂

し

く
.參

る
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,.優 

>
 て
有
福
汝
.：る

今

©

あ 

>
 得
可
'き 

•
.や
'0Utopia' 

R
於

て
tt
#.
::A
k

_

1

aの
生

：活
：を
.願
：擒

.1

.、*
妻
ハ
の
傘
ヤ
も
：̂
,
.な

：
令

綠

：霄

に

，
困

惑
 

.

.せ
し
^

ふ

れ

：亭
于
の
；前
.途
を
氣
遺
ひ
、豕
は
其
の
婚

-資
を
調

.達
す
：る
が
爲

.に〖

懊
‘惱
”す

る

こ

と

な 

.き

.夺
I

海
に
彼
等
は
全
然
自
己
の
生
存
及
び
富

#

な
る

-生
；®
.を
，念

も

：せ

ぎ

名

の

み

な

ら

ず

，
 

:3l
3$
_

H

^

^

(

^
_
.
s
p
h
e
w
e
s
}

、#

w(

n
e
p
o
t
u
m
,

h33
n
e
p
o
t
u

 日
，，
a
b
n
e
p
o
t
i
)

及
.び

永

く 
其
繁
滎
を
繼
承
す 

.可
き

.全
-系
統
の
を
れ
に
就
き
て
顧
虛
す
る
こ
ビ
，な

‘.し
>0
而
し

‘て
尙
此
外
稱
^
勞
働
し
寒
力
し 

つ
.
、あ

；：

る

#

ビ
等
し
く
曾

.て
勞
働
：者
た
り

■し
も
今
や
虛
，弱
に
：

.し

.

V

勞
働

.不
能
だ
る
に
率

.>
 し 

遨

U
.

對
し
て
も
同
一
の
手
當
を
缺
く
こ
す
な
し
ッ
吾
人

.は

今

愛

，
に

何

：
人

'か
克

-く
這
般

'の
公

.1£ 

を
以
て
他
國
，の

.
正
義
と

‘比
較
せ
ん

v

す
る
の
勇
氣
あ
る
か
を
見
ん

i

欲
す
。
佘
は
神
の
名
に 

P

け
て
他
：
.國
.民
の
：間

に

は

何

，等「

公
_
.正

及

び

正
_

の
，痕

跡

を

見

出

す

こ

：ビ.能
：は
ざ

.■る

.を
誓
ふ
タ 

;即
ぢ
镲
有
な
：る
金
匠

^
.は
_

金
：.業

«

略

«

す
：れ
ば

^

を
も
爲

■す
乙
せ

_な
き

.か
、又
：は
其 

行

A
所
.の
も
の
は

.國

^

に：取
り
て
必

&

な
ら

'ざ
る

‘が
如
き

'
;も

の

が

懒

懷

.文

は

不

必

惡

な

る

業 

務

.に
據
りV

偸
快
に
し
て
富

.裕
な
る
生
活

.を
營
み

：

つ
、
あ
名
間

.に
餐
窮
な
る

.勞

働

潜

ボ

カ

、鐵

E
,大
工
及

&

農
夫
！
^
牽
獸
及
び
驟
戰
も
突
く
堪
吵
ム

Z

を
能
は
；

$
4

が
如
ぎ
*
大
に
レ
て
不 

斷
な
る
勞
務
を
行

W
、而
し
て
其
の
勞
務
は

*
な
く
し

て
.如
何
な
る
國
寒
も

.1

ヶ
年
公
持
輯
す 

るNT 

€
能
は

^

る
圭
で

^

必
要
な
る
に
拇
ら
ず
役
畜
の

^

涯
i

猶
遙
に
：之
れ
ょ
？

14
好
な
る 

が
如
き
雛
璐
贫
困
の
生
锒
を
營
み
、窮
苦
悲
慘

0
崔
涯
を
矮

& 

a 

Sあ
る
所
に
何
の
正

'蒙

a 

る
。

即
ち
雜
等
は

^

の
關
に

/於
て
將
來
を
顧
：厳
す
を
こ
霉
夺
き
が
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»
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は

3
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の
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た
；
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x

p

i
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&
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»
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取

b

て
は
，
.是
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ょ
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i
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に
®
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な
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h
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.
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知
貧
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.

.な
る
薄
俸
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は
單

^

現
' 在
に
於
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收 

0

な
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煢
働
は
_

惱
し
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.

. '，
あ
る
に

M

f

t

,

而

し■

て
卜
馨
の
老
ー
壤
に
於
妙
る
_

慘 

な
々
赤
貧

0.
蟑

«

に
想
到
せ
ば
彼
等
は

#
ば

_

死
す
可

|

な

&
。

g
,

ち
：
彼
#

が
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々
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勞
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.

.
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